
1 広報くろまつない

令和 5 年８月号　 № 543

人と自然が彩る　なんか居心地のいいまち　　ブナ北限の里　黒松内町

○表紙写真　　　「この夏に懸けた想い。届かなかったあと一勝。」　・・・後志中学校軟式野球大会決勝　黒松内・寿都中学校　

8 主な内容主な内容

新型コロナウイルス緊急経済対策新型コロナウイルス緊急経済対策



2広報くろまつない

令和 5 年８月号 　№ 543

１　町民への生活支援　　　　　　　　　　　　　　　   

新型コロナウイルス新型コロナウイルス緊急経済対策緊急経済対策
　町では、今年度も国の補助制度である新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用

して、これまでに６事業、総事業費約５千２百万円の予算を編成し、電気料金やガソリン、食料品

などの価格高騰の影響を受ける町民・事業者への支援などに取り組みます。

　今月号では、今年度緊急経済対策として実施する事業についてお知らせします。

 ⑤商店等におけるエネルギー等価格
 　高騰対策支援事業

２　事業者への支援　　　　　　　  　     

 ⑥農業者におけるエネルギー等価格
 　高騰対策支援事業

　エネルギー・肥料・飼料価格等の高騰の影
響を受ける町内 34 軒の農業者を支援するた
め、作付面積や飼育頭数に応じた支援をする。
ただし、補助率は１／２とし、上限額300千円、
下限額 50 千円とする。

【担当：産業課】

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影
響を受ける事業者（個人事業主含む）を支援
するため、一律 50 千円を給付する。

【担当：企画環境課】

 ④医療福祉事業者におけるエネルギー等価格
 　高騰対策支援事業

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影
響を受ける町内 25 の医療福祉事業者を支援
するため、一律 100 千円を支給する。

【担当：保健福祉課】

　①物価高騰重点支援

　　　低所得世帯給付金

　②低所得世帯臨時

　　　特別給付金

　③物価高騰重点支援

　　　商品券給付事業

一世帯当たりの

支給額等
現金 3 万円 現金１万２千円 商品券 1 万 5 千円分

世
帯
の
区
分

住民税非課税世帯 ○  対象 ×対象外 ×対象外

住民税均等割

のみ課税世帯
×対象外 ○  対象 ○  対象

上記に該当しない

その他の世帯
×対象外 ×対象外 ○  対象

実 施 時 期

7 月 25 日に対象となると見

込まれる方に「確認・請求書」

が郵送されています

８月上旬頃から対象者に順次

「確認書」が送付されます

８月１日から対象者に順次「商

品券」が発送されます

お問合せ先
町住民課

TEL72-3312

北海道低所得世帯臨時特別

給付金コールセンター

TEL0120-175-043

町商工会

TEL72-3231

　町及び北海道では、長引く物価高騰による負担増を踏まえ、町民の皆さんの暮らしを支援するため、

世帯の所得に応じた支援を実施します。



3 広報くろまつない

令和 5 年８月号　 № 543

ものまね LIVE ！

倖田未來

ビーフ天国まるっと黒松内
実行委員会事務局（町産業課内） 
TEL ７２－３８３５

　この度、ビーフ天国の開

催に役立ててくださいと、

黒松内建設業協会様から金

100 万円、株式会社スガワ

ラ様から金 50 万円、よう

てい農業協同組合様から金

30 万円を賜りました。

　善意に心から感謝申し上

げます。
▲黒松内建設業協会菅原会長より
　協賛金を受け取る鎌田町長

  ７月２９日 （土）、「牛っと！！ビーフ天国くろまつないマルシェ」
を開催します！
　 新型コロナウイルス感染症の拡大により、 ３年連続中止と
なっていたビーフ天国が４年ぶりに復活！！
　 役場裏駐車場を会場に、 ビアガーデンやフリーマーケット、
キッチンカーで黒松内産の牛肉をはじめ、 様々な味覚を楽し
めます。
 　また、 黒松内吹奏楽団による演奏、 自衛隊による和太鼓の
披露、 黒松内保育園の園児が遊戯を披露するオープニングセ
レモニーを皮切りに、 黒松内音頭パレードや歌謡ショーなどの
ほか、 約１, ０００発の花火が夜空をきれいに彩ります。
　 御家族 ・ 御友人をお誘いの上、 是非御来場ください！

御寄附に感謝

お問合せ先

【【プログラムプログラム】】

    14：00 ～14：00 ～ オープニングセレモニー オープニングセレモニー

    14：20 ～14：20 ～ 黒松内吹奏楽団演奏 黒松内吹奏楽団演奏

    14：50 ～ 14：50 ～ 自衛隊和太鼓演奏自衛隊和太鼓演奏

    15：30 ～15：30 ～ 黒松内保育園遊戯 黒松内保育園遊戯

  16：00 ～  16：00 ～ しゃっこいミルクをチューチュチュチュ しゃっこいミルクをチューチュチュチュ

    18：00 ～18：00 ～ 黒松内音頭パレード 黒松内音頭パレード

    19：15 ～19：15 ～ ものまね LIVE・倖田未來 ものまね LIVE・倖田未來

    20：00 ～20：00 ～ ファイヤー・ワークス・タイム ファイヤー・ワークス・タイム
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令和 5 年８月号 　№ 543

6/14

（水）

大
き
く
な
ー
れ
！

人
権
の
花
運
動

　

白
井
川
小
学
校
の
児
童
14
名
と
白
井

川
中
学
校
の
生
徒
４
名
が
人
権
の
花
運

動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

人
権
の
花
運
動
は
、
子
供
た
ち
が
協

力
し
て
花
を
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
生

命
の
尊
さ
を
実
感
し
、
心
の
豊
か
さ
や

優
し
さ
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
全
国
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
か
ら
児
童
、
生
徒
へ

人
権
の
花
の
苗
が
渡
さ
れ
る
と
、
白
井

川
小
学
校
の
児
童
は
、
校
庭
の
花
壇
に

色
と
り
ど
り
の
花
を
植
え
、
白
井
川
中

学
校
の
生
徒
は
、
校
庭
に
人
権
の
花
を

植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
ほ
か
、

地
域
住
民
と
共
に
国
道
５
号
線
の
植
樹

枡
に
花
を
植
え
ま
し
た
。

１
年
間
よ
ろ
し
く
！

わ
ん
ぱ
く
探
険
団

「
は
じ
ま
り
の
遠
足
」

6/24

（土）

　

今
年
度
最
初
の
わ
ん
ぱ
く
探
険
団
で

「
は
じ
ま
り
の
遠
足
」
を
実
施
し
、
小
学

生
48
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
民
セ
ン
タ
ー
で
団
結
式
を
行
っ
た

後
、
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ブ

ナ
セ
ン
タ
ー
を
目
的
地
に
歩
き
ま
し
た
。

　

森
林
公
園
で
お
昼
休
憩
と
し
、
お
弁

当
を
食
べ
、
そ
の
後
、
恒
例
の
水
遊
び

や
ひ
ょ
う
た
ん
池
の
生
き
物
探
し
な
ど
、

子
供
た
ち
は
全
身
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な

が
ら
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

初
め
は
緊
張
し
て
い
る
様
子
の
１
・
２

年
生
で
し
た
が
、
上
級
生
に
助
け
て
も

ら
い
な
が
ら
元
気
に
最
後
ま
で
歩
き
、

待
ち
に
待
っ
た
探
険
団
の
活
動
を
楽
し

ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

探
険
団
は
、
今
後
１
年
を
通
じ
て
豊

か
な
体
験
や
生
き
る
力
を
育
む
活
動
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

永
年
の
功
労
が
認
め
ら
れ

黒
松
内
町
情
報
館
友
の
会
・
武
田
洋
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

教
育
功
労
者
表
彰

6/23

（金）

　

本
町
の
幅
広
い
年
齢
層
に
向
け
た
読

書
活
動
の
普
及
・
振
興
に
大
き
く
貢
献

し
た
黒
松
内
町
情
報
館
友
の
会
と
、
生

涯
学
習
委
員
（
前
社
会
教
育
委
員
）
と

し
て
、
本
町
の
生
涯
学
習
及
び
活
力
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
の
普
及
・
振
興
に

大
き
く
貢
献
し
た
武
田
洋
子
さ
ん
（
豊

幌
）
が
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

情
報
館
友
の
会
は
平
成
14
年
に
町
民

有
志
で
会
を
立
ち
上
げ
、
20
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
マ
ナ
ヴ
ェ
ー
ル
の
建
設
に

も
専
門
的
な
知
見
か
ら
力
を
注
ぎ
、
開

館
後
は
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
や
図
書
資
料

の
整
理
、
お
は
な
し
の
会
を
始
め
と
す

る
各
種
読
書
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

度
の
栄
誉
と
な
り
ま
し
た
。

　

友
の
会
会
長
の
土
肥
さ
ん
は
「
会
員

み
ん
な
と
一
緒
に
活
動
し
て
き
た
か
ら

20
年
続
け
て
こ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
読
書
の
普
及
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

武
田
さ
ん
は
昭
和
62
年
度
か
ら
令
和

４
年
度
ま
で
、
18
期
36
年
の
永
き
に
渡

り
町
生
涯
学
習
委
員
と
し
て
務
め
ら
れ
、

特
に
大
成
・
豊
幌
地
区
を
中
心
と
し
た

生
涯
学
習
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
栄

誉
と
な
り
ま
し
た
。

　

武
田
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
大
き
な

表
彰
を
い
た
だ
い
て
大
変
あ
り
が
た
い

で
す
。
表
彰
状
を
い
た
だ
く
の
は
中
学

生
の
時
以
来
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲表彰状を受け取る情報館友の会の土肥さん（右）
   と藤田さん（左）

▲「大変光栄です。」と笑顔で話す武田さん
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6/28

～ 29

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！

全
道
シ
ニ
ア
＆
レ
デ
ィ
ー
ス

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

7/7

（金）

ま
ち
を
花
で
彩

い
ろ
ど

ろ
う

花
苗
２
０
０
０
株

　
　
　
　
　

無
料
配
布

　

道
の
駅
み
ど
り
の
郷
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
を
会
場
と
し
て
第
22
回
２
０
２
３
年

黒
松
内
町
長
杯
争
奪
全
道
シ
ニ
ア
＆
レ

デ
ィ
ー
ス
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
99
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

選
手
は
愛
用
の
ク
ラ
ブ
を
手
に
36

ホ
ー
ル
を
回
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
シ
ョ
ッ

ト
を
披
露
。

　

選
手
間
で
「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！
」

と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
い
ま

し
た
。

■
大
会
成
績
（
敬
称
略
）

　

シ
ニ
ア
の
部

　

優
勝　

林　
　

豊
隆
（
倶
知
安
町
）

　

レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

　

優
勝　

菊
池　

朋
子
（
倶
知
安
町
）

　

町
フ
ラ
ワ
ー
推
進
協
議
会
が
主
催
す

る
「
花
苗
２
０
０
０
株
無
料
配
布
」
が

五
位
尾
商
店
向
か
い
の
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
苗
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
黒
松
内

つ
く
し
園
様
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

で
配
布
予
定
だ
っ
た
２
０
０
０
株
を
寄

贈
い
た
だ
い
た
も
の
で
、
当
日
は
、
開

始
前
か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
で
、
２
日
間
で
延
べ
約
90
名
に
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
自
宅
の
花
壇
に
ど
う
植
え

る
か
を
考
え
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
色

と
り
ど
り
の
花
苗
を
手
に
し
て
い
ま
し

た
。

「
若
者
定
住
促
進
生
活
応
援
助
成
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

　
　
　

賃
か
ら
住
宅
手
当
を
差
し
引
い
た

　
　
　

額
の
２
万
円
を
超
え
る
金
額
を
助

　
　
　

成
）

　

▼
申
請
時
期

　
　

今
年
度
の
前
期
申
請
は
、
令
和
５
年

　
　

９
月
４
日
（
月
）
が
申
請
期
限
で
す
。

　

▼
対
象
と
な
ら
な
い
方

　
　

・
住
宅
手
当
を
受
け
て
い
る
国
家
公

　
　
　

務
員
及
び
地
方
公
務
員

　
　

・
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
に
関
す
る
公

　
　
　

的
給
付
を
受
け
て
い
る
方

　
　

・
町
税
・
使
用
料
・
住
宅
料
等
に
滞

　
　
　

納
が
あ
る
場
合

　
　

※
虚
偽
の
申
告
や
不
正
な
手
段
に
よ

　
　
　

り
交
付
を
受
け
た
場
合
は
交
付
決

　
　
　

定
を
取
り
消
し
、
返
還
を
命
じ

　
　
　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

町
企
画
環
境
課　

【
担
当　

渡
邊
】

　

℡
７
２
ー
３
３
７
６　

　

町
で
は
、
町
内
に
住
む
若
者
の
生
活

を
応
援
し
定
住
を
促
進
す
る
た
め
「
若

者
定
住
促
進
生
活
応
援
助
成
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
年
２
回
（
前
期
・
後
期
）
受

付
け
て
い
て
、
前
期
分
の
申
請
書
は
８

月
下
旬
に
対
象
年
齢
の
方
へ
直
接
郵
送

す
る
ほ
か
、
役
場
窓
口
で
配
付
し
ま
す
。

　

▼
対
象
者

　
　

・
民
間
賃
貸
住
宅
及
び
公
営
住
宅
に

　
　
　

入
居
さ
れ
て
い
る
方

　
　

・
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
で
満
40

　　　

歳
未
満
の
独
身
の
方

　
　

・
令
和
５
年
９
月
１
日
に
町
内
に
住

　
　
　

所
を
有
す
る
方

　
　

※
対
象
期
間
の
途
中
で
町
内
の
対

　
　
　

象
外
住
宅
へ
転
居
し
た
り
、
満

　
　
　

40
歳
に
な
っ
た
場
合
は
、
転
居

　
　
　

又
は
40
歳
に
な
っ
た
月
ま
で
助

　
　
　

成
し
ま
す
。　

　

▼
助
成
金
額

　
　

・
30
歳
未
満
の
方
は
月
額
１
万
円
上

  　
　

限
、 

30
歳
以
上
40
歳
未
満
の
方
は

　

  　

月
額
５
千
円
を
上
限
と
し
て
、
く

      

ろ
ま
つ
な
い
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

　

  　

「
ブ
ナ
カ
」
に
助
成
相
当
額
の
ポ

        

イ
ン
ト
を
付
与
（
ひ
と
月
分
の
家

▲「ブナカ」をお持ちでな

　い方は黒松内町商工会に　

　てお申し込みください。
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お

知

ら

せ

　

町ホームページ　

黒松内町 LINE 公式
アカウントの登録
はこちら！

Hokkaido ebooks　 マチイロ　 マイ広報紙

下記のサイトにて「広報くろまつない」を掲載中！

令
和
４
年
度
広
瀬
子
ど
も
文
庫
基
金
決
算
報
告

　

広
瀬
子
ど
も
文
庫
基
金
は
、
マ
ナ
ヴ
ェ
ー

ル
が
オ
ー
プ
ン
し
た
平
成
16
年
、
名
誉
町
民

の
故
廣
瀨
清
藏
氏
か
ら
の
寄
附
金
を
原
資
に

情
報
館
友
の
会
の
基
金
と
し
て
創
設
し
、
ま

た
、
多
く
の
方
々
か
ら
も
寄
附
金
を
い
た
だ

き
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

友
の
会
で
は
、
こ
の
基
金
を
活
用
し
て
、

未
来
を
拓ひ

ら

く
子
供
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
良
書

に
出
会
い
、
夢
と
希
望
を
抱
き
心
豊
か
で
健

や
か
に
育
つ
よ
う
、
児
童
書
や
福
祉
関
係
の

本
を
毎
年
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

基
金
で
購
入
し
た
図
書
は
昨
年
度
末
で

３
，
９
６
９
冊
と
な
り
、
子
供
た
ち
に
大
切

に
読
み
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

令和 4 年度広瀬子ども文庫基金決算
   
 収入  

前年度残高 1,083,882 円

寄附金・古本市売上等 17,205 円

計 1,101,087 円

 支出

図書購入（257 冊分） 348,997 円

　
　 収　入　　　支　出　　    残　高
1,101,087 円ー 348,997 円＝ 752,090 円

■
お
問
合
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
【
担
当　

榊
原
】

　

℡
７
２
ー
３
１
６
０　

　

毎
年
８
月
は
、
「
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」

の
提
出
時
期
で
す
。

　

７
月
末
時
点
で
手
当
の
受
給
資
格
が
あ
る

方
に
対
し
て
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
８

月
31
日
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ
先

　

町
住
民
課
【
担
当　

牛
尾
】

　

℡
７
２
ー
３
３
１
２

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
と
は
…

　

配
偶
者
と
の
離
婚
や
死
別
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
父
親
又
は
母
親
の
ど
ち
ら
か
が

子
供
を
育
て
て
い
る
「
ひ
と
り
親
家
庭
」

な
ど
に
対
し
て
、
生
活
の
安
定
と
自
立
の

促
進
を
通
し
た
児
童
福
祉
の
増
進
を
目
的

と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

【
支
給
対
象
要
件
】

　

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
両
親
の
い
な　

　

い
家
庭
、
ま
た
は
、
こ
れ
に
準
ず
る
状

　

況
に
あ
る
家
庭

【
支
給
対
象
年
齢
】

　

該
当
す
る
子
供
が
満
18
歳
に
な
る
年
度

末
ま
で
（
中
程
度
以
上
の
障
が
い
を
有
す

る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
）

【
支
給
額
（
月
額
）
】

　

児
童
１
人
の
場
合

　

・
全
部
支
給　

４
４
，
１
４
０
円

　

・
一
部
支
給　

　
　

１
０
，
４
１
０
円
～
４
４
，
１
３
０
円

　

児
童
が
２
人
以
上
の
場
合

　

・
２
人
目　
　

１
０
，
４
２
０
円

　

・
３
人
目
以
降　

６
，
２
５
０
円

※
支
給
額
は
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

バ
ス
運
転
手
職
場
体
験
会
の
お
知
ら
せ

　

公
共
交
通
の
維
持
に
必
要
な
バ
ス
運
転
手

を
確
保
す
る
た
め
、
左
記
の
内
容
で
ニ
セ
コ

バ
ス
株
式
会
社
に
よ
る
新
規
採
用
に
向
け
た

職
場
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

▼
開
催
日
時
・
場
所

　
　

①
令
和
５
年
８
月
５
日
（
土
）

　
　
　

10
時
00
分
～

　
　
　

ニ
セ
コ
バ
ス
㈱
本
社
営
業
所

　
　
　

（
ニ
セ
コ
町
字
中
央
通
８
番
地
）

　
　

②
令
和
５
年
９
月
２
日
（
土
）

　
　
　

10
時
00
分
～

　
　
　

ニ
セ
コ
バ
ス
㈱
岩
内
営
業
所

　
　
　

（
岩
内
町
字
万
代
51
番
地
22
）

　

▼
参
加
対
象

　
　

大
型
二
種
免
許
取
得
可
能
年
齢
（
19
歳

　
　

以
上
）
で
、
ニ
セ
コ
バ
ス
㈱
の
バ
ス
運　
　

　
　

転
手
に
興
味
の
あ
る
方

　
　

※
大
型
二
種
免
許
未
取
得
で
も
参
加
可

　

▼
募
集
人
員

　
　

各
回
先
着
５
名
ま
で
（
要
事
前
予
約
）

　

▼
主
な
内
容

　
　

・
会
社
概
要
説
明

　
　

・
業
務
体
験
（
車
両
点
検
、
点
呼
業
務　
　

　
　
　

な
ど
）

　
　

・
採
用
応
募
要
領
説
明　

■
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

ニ
セ
コ
バ
ス
株
式
会
社　

【
担
当 

谷
】

　

℡
０
１
３
６
ー
５
６
ー
８
１
１
１
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相
続
登
記
申
請
の
義
務
化
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
不
動
産
（
土

地
・
建
物
）
を
相
続
し
た
場
合
に
相
続
登
記

を
申
請
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
化
さ
れ
ま

す
。▼

申
請
期
間

　
　

・
不
動
産
を
相
続
し
た
日
か
ら
３
年
以
内

　
　

※
正
当
な
理
由
が
な
く
義
務
に
違
反
し

　
　
　

た
場
合
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科

　
　
　

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

▼
申
請
人

　
　

・
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

　

▼
必
要
な
も
の

　
　
・
相
続
を
証
す
る
書
面
ほ
か

　

相
続
登
記
の
申
請
義
務
は
、
令
和
６
年
４

月
１
日
よ
り
前
に
相
続
し
た
不
動
産
に
つ
い

て
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
い
申
請
方
法
や
必
要
書
類
に
つ
い
て

は
、
司
法
書
士
又
は
法
務
局
へ
御
相
談
く
だ

さ
い
。　

■
お
問
合
せ
先

函
館
司
法
書
士
会
（
相
続
登
記
の
相
談
・
依
頼
）

℡
０
１
２
０
ー
１
３
ー
７
８
３
２

　

函
館
地
方
法
務
局
（
登
記
手
続
案
内
）

℡
０
１
３
８
ー
２
３
ー
９
５
３
０

　

令
和
５
年
10
月
１
日
着
工
の
建
築
物
の
解

体
・
改
修
・
各
種
設
備
の
工
事
か
ら
、
石
綿

含
有
に
関
す
る
事
前
調
査
は
、
「
建
築
物
石

綿
含
有
建
材
調
査
者
」
な
ど
が
行
う
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

石
綿
障
害
予
防
規
則
に
よ
り
、
工
事
の
規

模
に
関
わ
ら
ず
、
工
事
対
象
と
な
る
す
べ
て

の
範
囲
に
つ
い
て
石
綿
が
含
ま
れ
て
い
る
か

事
前
に
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

施
工
業
者
の
方
は
、
調
査
者
要
件
を
満
た

し
た
者
に
よ
る
事
前
調
査
と
調
査
結
果
に
基

づ
き
、
適
切
に
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
発
注
者
の
方
は
事
前
調
査
を
含
め

た
適
切
な
工
事
施
工
に
御
配
慮
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
「
石
綿
障
害
予
防
対
策
に
つ
い
て
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
課

　

℡
０
１
１
ー
７
０
９
ー
２
３
１
１

石
綿
含
有
に
関
す
る
事
前
調
査
に
つ
い
て

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

倶
知
安
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
６
ー
２
３
ー
３
５
４
０

自

衛

官

募

集

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

一般曹候補生

（第２回） 採用予定月

の１日現在

18 歳以上

33 歳未満の者

令和５年

７月１日～９月５日

１次試験　

令和５年９月１５日～１７日

２次試験

令和５年１０月１８日～２２日

自衛官候補生

（第２回）

令和５年

７月１日～ 8 月１８日
令和５年８月２５日～２７日

自衛官候補生

（第３回）

令和５年

８月１日～９月５日
令和５年９月２２日～２８日

募

　

集

「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
に
つ
い
て

　

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容
を
審
査

す
る
制
度
が
、
「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」

制
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦
情
で
あ

れ
ば
、
苦
情
審
査
委
員
に
申
立
て
が
で
き
ま

す
。
苦
情
審
査
委
員
が
公
正
で
中
立
的
な
立

場
か
ら
、
道
の
関
係
機
関
に
対
し
、
必
要
な

調
査
等
を
行
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
な
点
や

制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
道
の
機
関
に

是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。
な
お
、
個
人
情

報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮
さ
れ
ま
す
。

▼
申
立
方
法

　
　
　

道
庁
の
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
後

　
　

志
総
合
振
興
局
総
務
課
で
、
苦
情
申
立

　
　

書
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い

　
　

ま
す
。
ま
た
、
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
　

ら
で
も
苦
情
申
立
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
　

で
き
ま
す
。

　
　
　

苦
情
申
立
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入

　
　

し
、
窓
口
に
提
出
す
る
か
、
郵
送
・
Ｆ

　
　

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ
先

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

　

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０
ー
８
５
８
８

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

℡
０
１
１
ー
２
０
４
ー
５
５
２
３

FAX
０
１
１
ー
２
４
１
ー
８
１
８
１ ▲道ホームページ

▲北海道労働局

　ホームページ
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黒松内町人事行政の運営等の状況

　町の人事行政の運営状況等について、お知ら
せします。
　この公表は、町職員の給与や勤務時間、その
他勤務条件などの状況について、町民の皆様に
広く知っていただくために行うものです。

新規採用
退　　　職

定　年 自己都合等

3 人（2） 1 人 4 人（2）

職員の任免の状況（令和４年 4 月 2 日から令和５年 4 月 1 日まで）

区　　分

職員数の状況（各年度 4 月 1 日現在）

令和5年度 令和4年度 比　較

町 長 部 局 54 人 55 人   △ 1 人

議 会 事 務 局

農業委員会事務局

教育委員会事務局

 2 人

 2 人

 9 人

 ２人  0人

 1 人

11 人

 1人

  △ 2 人

計 67 人   △ 2 人  69 人

黒松内町（一般行政職） 国（一般行政職）

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（令和4年4月1日現在）

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

297,142 円 42.4 歳 323,711 円 42.7 歳

区　分
一般行政職

黒松内町 国

高校卒

大学卒

154,600 円 154,600 円

185,200 円 185,200 円

職員の初任給の状況（令和 5 年 4 月 1 日現在）

区　分

勤務時間及び休日

内　　　容

勤務時間

週休日及び休日

午前 8 時 45 分～午後 5 時 30 分
（1 週間あたり 38 時間 45 分）

週休日　土曜日・日曜日
休　日　国民の祝日・12 月 31 日～ 1 月 5 日

※一部の勤務場所では、上記と異なる勤務形態の場合があります。

休暇等

区　　分 内　　容

年次有給休暇
1年ごとに20日とし、20日を限度として残
日数を翌年に繰り越すことができます。

病気休暇

職員が負傷又は疾病のために療養する必
要があり、療養のため勤務しないことが
やむを得ないと認められる必要最小限度
の期間とします。

特別休暇

・産前休暇：出産予定日の 8 週間前の日
　から出産の日まで
・産後休暇：出産の翌日から 8 週間を経
　過する日まで
・忌引休暇：職員の親族が死亡した場合
　に規則で定める期間（最長は配偶者の
　場合 10 日間）
・夏季休暇：7 月から 9 月までの間に 3 日間
・その他規則で定める休暇

年次有給休暇の取得状況（令和 4 年中）

総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消化率（％）

2,346 日 527 日 60 人 8.8 日 22.5％

分限及び懲戒処分の状況（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）

区　　分 内　　容

分限処分

懲戒処分

なし

なし

研修の実施状況（令和 4 年度総務課所管分）

研　修　名 対　象 人　数

一般研修（行政法等） 主事等 　18 人

新規採用職員基礎研修

職員初級研修

職員中級研修

新規採用職員

採用 2 年目職員

採用 5 年目職員

  4 人

  2 人

  4 人

区　　分

福利厚生

内　　容

共
済
組
合

短期給付
職員とその家族が、病気、けが、出産、死亡、
休業、災害等での突発的な出費に対する給付

長期給付

福祉事業

職員の退職後の年金の給付

職員とその家族の健康増進のための各種健診
事業等

福
祉
協
会

福利厚生

その他

医療給付

入院一時金、出産祝金、宿泊施設利用助成等

退職会員等が自己負担として支払った医療費
の給付、入院見舞金、死亡弔慰金の支給等

貸付事業、福祉年金事業、生命共済事業

・詳細は、北海道市町村職員福祉協会のホームページを御覧ください。

公平委員会からの報告（令和 4 年度）

1　勤務条件に関する
　 措置の要求の状況

0 件
2　不利益処分に関する

　  審査請求の状況
1 件

※公平委員会【小樽市を除く後志管内は、全町村、後志教育研修センター組合を除く一部事務組合及び後志広域連合で共同
設置】は、裁決又は決定を行うことができる地方公共団体の長、その他の任命権者から独立し、職員の利益の保護と公正な
人事権の行使を保障するため、職員からの要求や申立を審査し、必要な措置を講ずる機関です。

■お問合せ先

　町総務課【担当　木村（祐）】℡７２ー３３１１

※（　）内はフルタイム会計年度任用職員の人数（外数）です。

※令和 5年度フルタイム会計年度任用職員は 4人です。

・公費補助総額 187,309 円（一人当たり 2,638 円）

再任用

0 人

法務（基礎・実務入門）研修 主任等   4 人

職員の人事評価に関すること
　町では適切な人事配置による公務能率の向上を図り、能力・実績に
応じた給与制度の運用により職員の意識向上を図るため、人事評価を
実施しています。
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父
の
日
や
遺
影
の
夫
は
ふ
く
よ
か
に喜

美
子

ひ
ろ
子

新
緑
の
外
湯
に
ぎ
に
ぎ
女
学
生

郭
公
や
牧
草
畑
を
風
さ
や
ぐ

孝
　
子

草
刈
る
や
夫
に
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を悦

　
子

虫
干
し
や
亡
き
夫
の
靴
作
業
服

米
　
子

ぶ
な
の
里
俳
句
会

庭
石
に
腰
据
え
置
き
て
草
む
し
る

奉
　
子

ひ
な
鳥
の
ひ
そ
と
潜
み
し
木
下
闇

か
お
る

※
夫つ

ま

・
・
・
配
偶
者
の
男
性 ※

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

宮
崎　

凪
生　

さ
ん

宮
崎　

凪
生　

さ
ん

（
所
属

（
所
属
‥‥
合
同
会
社
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
中
の
川
）

合
同
会
社
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
中
の
川
）

み
や
ざ
き　
　
　
　

な　

お

み
や
ざ
き　
　
　
　

な　

お

　

協
力
隊
と
し
て
の
活
動
内
容
や
黒
松
内
で
の

生
活
を
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

　　

今
回
は
合
同
会
社
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
中
の
川

で
活
躍
中
の
宮
崎
さ
ん
で
す
。

　

出
身
は
ニ
セ
コ
町
で
、
今
年
の
春
ニ
セ
コ

高
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。
祖
父
が
蘭
越
町
で

農
家
を
や
っ
て
い
た
影
響
で
小
さ
い
頃
か
ら

野
菜
を
育
て
る
の
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
高
校
２
年
生
の
時
に
、
よ
り
詳
し
く
農

業
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
、
農
業
化
学

コ
ー
ス
を
選
択
し
た
こ
と
が
農
家
を
目
指
し

た
き
っ
か
け
で
す
。

　

現
在
勤
め
て
い
る
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
中
の

川
で
は
、
シ
カ
対
策
の
た
め
に
畑
に
電
気
柵

を
張
っ
た
り
、
一
つ
一
つ
の
作
物
を
見
な
が

ら
畑
を
何
往
復
も
し
て
、
豆
畑
に
生
え
て
き

た
イ
モ
を
取
り
除
く
作
業
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
大
型
特
殊
の
免
許
を
取
得
し
た

の
で
、
時
期
に
な
っ
た
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
の
運

転
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。

　

黒
松
内
に
は
父
の
趣
味
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ

ル
を
乗
り
に
何
度
か
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
頃
か
ら
黒
松
内
の
人
は
優
し
い
人

が
多
い
印
象
で
、
黒
松
内
に
住
み
始
め
て
、

よ
り
職
場
の
人
や
ま
ち
の
人
の
温
か
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　

ニ
セ
コ
で
は
家
族
６
人
で
住
ん
で
い
た
の

で
、
４
月
か
ら
始
め
た
一
人
暮
ら
し
で
は
寂

し
く
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
町
で
知

り
合
っ
た
人
と
一
緒
に
焼
き
肉
を
し
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
と
て
も
楽
し
く

充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
積
極
的

に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
人
脈
を
広
げ
て
い

き
た
い
の
で
、
ま
ち
で
見
掛
け
た
ら
気
軽
に

声
を
掛
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

趣
味
は
料
理
や
お
菓
子
作
り
で
、
最
近
は

唐
揚
げ
や
餃
子
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
を
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
ブ
も
好
き
で
行
っ
た

こ
と
の
な
い
場
所
に
行
く
の
が
楽
し
い
で
す
。

　

３
年
間
、
種
い
も
、
豆
、
麦
を
４
年
輪
作

で
回
す
こ
と
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
将
来
的

に
は
黒
松
内
で
就
農
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
現
実
的
で
は
な
い
で
す
が
、
い

ち
ご
な
ど
の
ほ
か
の
作
物
に
も
挑
戦
し
て
、

自
分
が
作
っ
た
作
物
を
使
っ
た
料
理
を
提
供

す
る
お
店
も
開
け
た
ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
と

夢
見
て
い
ま
す
。

▲「自分の好きな農業ができる今の生活は

　とても楽しいです。」と話す宮崎さん
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戸籍の窓口 ( 敬称略 )

町の人口と世帯
6 月末日現在（住民基本台帳）

 　２，５６８人（－８９）
　　  　　　（うち外国籍住民：３5 人）

　　　　●  男　　１，２１６人　 　（－５２）

　　　　●  女　　１，３５２人　　 （－３７）　　　　　 

　　　　●  世帯　１，４２６世帯　 （ー４２）

※（　）内の数字は前年同月との比較

御 冥 福 を お 祈 り 申 し 上 げ ま す

広報　くろまつない
2023( 令和５年 ).7.27　No.543

発　　行　　黒松内町

　　　　　　〒 048-0192　寿都郡黒松内町字黒松内 302 番地１

　　　　　　TEL 0136-72-3311( 代表 )　FAX 0136-72-3316

　　　　　　E-mail　buna@town.kuromatsunai.hokkaido.jp

編　　集　　黒松内町企画環境課

　　　　　　TEL 0136-72-3376 ( ダイヤルイン )

印　　刷　　㈱総北海

●広報くろまつない No.544 発行予定日は 8 月 24 日 ( 木 ) です。

町政に対する御意見・御要望等がある方は「私の思い」
に内容を記載の上、ファックスにて送信してください。

　「私の思い」は、記入用紙を役場庁舎に備えており、

年 2 回広報折込でも配布しています。

また、町ホームページから直接投稿することもできます。

あなたの声を直接私に！

(http://www.kuromatsunai.com)

広報くろまつないは、震災復興型カーボンオフセット用紙を使用し、CO₂ 削減事業並びに東北経済復
興を応援しています。また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

ファックス番号ファックス番号 72-3316（役場）

　高　橋　秋　江　　　　　　　96 歳

 　（緑ヶ丘ハイツ）　  　　　　　  6.18

　佐々木　久仁男　　　　　　　91 歳

 　（アカシア団地）　  　　　　　  6.26

　後　藤　敏　子　　　　　　　79 歳

 　（共心）　　　　　  　　　　　  6.28

　山　村　健　治　　　　　　　79 歳

 　（８区）　　　　　  　　　　　  7.11

　佐　藤　光　治　　　　　　　91 歳

 　（南７区）　　　　  　　　　　  7.12

※掲載を希望されない場合は、届出の
　際にお申し付けください。

吉
よ し だ

田 善
ぜ ん た

多くん

令和４年 7 月 22 日生

お父さん ・ お母さんからのメッセージ

やんちゃ倶楽部やんちゃ倶楽部　　一歳になりました

お誕生日おめでとう‼
これからもお姉ちゃんと仲
良く、負けないくらい元気
に大きくなってね♪

吉田  善哉・裕貴子 さん   
　　　( ８区 )

こ ん に ち は よ ろ し く ね

柳
やなぎさわ

澤 海
う み

碧　　　　　　　　　　８区

 　　　　　 　　（父　雄也・母　ひかり）

は
し
っ
こ
同
盟

長
万
部
町
・
豊
浦
町

　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

北
海
道
博
物
館
の
小
川
正
人
さ
ん
を
お
招

き
し
、
長
万
部
町
ゆ
か
り
の
ア
イ
ヌ
民
族
で

あ
る
江
賀
寅
三
さ
ん
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
講
演
内
容

　
　

「
長
万
部
出
身
の
教
育
者
・
伝
道
者

江

　
　

賀
寅
三
さ
ん
に
つ
い
て
」

▼
日
時

９
月
２
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら

▼
場
所

多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
あ
つ
ま
ん
べ

■
お
問
合
せ
先

長
万
部
町
新
幹
線
推
進
課

　

℡
０
１
３
７
７
ー
２
ー
２
４
５
０

ア
イ
ヌ
文
化
講
座
エ
カ
シ
ケ
ン
ル
（
講
演
会
）
開
催

豊
浦
海
浜
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
７
月
15

日
か
ら
営
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
（
事
前
予

約
制
）
。

　

海
水
浴
は
、
７
月
22
日
（
土
）
か
ら
８
月

20
日
（
日
）
ま
で
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
開
設
期
間

　
　

９
月
24
日
（
日
）
ま
で

▼
場
所

　
　

豊
浦
町
字
浜
町
地
先
海
浜
地

　
　

（
天
然
温
泉
し
お
さ
い
横
）

■
お
問
合
せ
先

　

噴
火
湾
と
よ
う
ら
観
光
協
会

℡
０
１
４
２
ー
８
３
ー
２
２
２
２

豊

浦

海

浜

公

園

キ

ャ

ン

プ

場

開

設

社

会

貢

献

感

謝

状

贈

呈

　

こ
の
た
び
、
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て

町
内
公
共
施
設
の
外
灯
及
び
窓
ガ
ラ
ス
清

掃
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
、
三
共
電
気
工

業
株
式
会
社
様
と
有
限
会
社
黒
松
内
電
工

社
様
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。


